
１　群馬県学生溶接技術競技大会過去の結果について

参加校数 被覆アーク 獲　得　賞 団　体 参加校数 半自動アーク 獲　得　賞 団　体

平成２７年度 １１校 ５／７９名 敢闘賞３ ５位 １１校 ０／１３名 － －

平成２８年度 １２校 ７／６１名 優勝 ４位 　７校 ３／１８名 敢闘賞２ ２位

平成２９年度 １１校 ７／７１名 優勝、敢闘賞 ４位 　６校 ３／２３名 敢闘賞 ３位

平成３０年 ２０校 １／２２名

平成３０年度 １０校 １０／６４名 敢闘賞２ 　４位 　　５校 ３／３２名 ３位 ２位

令和元年度 １０校 ９／６７名 敢闘賞２ － 　　５校 ５／２８名 － －

令和２年度 　９校 １３／８４名 敢闘賞１ － ６校 ９／４９名 － －

令和３年度

令和４年 　９校 ２／１６名 8位（2名）

２　開催日

　　　令和４年５月２１日（土）群馬産業技術センター

３　競技種目（基礎競技課題は被服アーク溶接１位・２位が関東甲信越大会出場選手となる）

　　　　　被覆アーク溶接部門・・・・・ホルダーに溶接棒を挟み高電流を流し鉄を溶かし溶接を行う。

　　　　　 ・鉄板（厚さ３．２ｍｍ×１００ｍｍ×１５０ｍｍ）２枚を突き合わせて溶接を行う。

　　　　　評価・・・表（外観）１００点、裏（外観）１００点、折り曲げ試験１００点の計３００点

４　大会風景（２時間練習会後に大会）

　　　　会場 　　　　　　練習説明と大会説明 　　　　　練習・大会ブース

　　　　　　　大会開始

　　ほっと一息
　　　課題置き場

※-印は入賞者なし、個人得点の公開なしにより順位がわからな。

※平成２８年度（D科男子）、平成２９年度（M科女子）、２年連続優勝した。平成２９年度は女子が群馬県内２
人目の優勝、女子初の関東甲信越高校生溶接コンクールに出場の初入賞（5位優秀賞）をした。

※今回、２I女子２名が参加
しました。連絡の１ヶ月後
なので練習期間が短く、資
格試験とも重なり、毎朝３０
分練習で大会に臨みまし
た。出場者はほとんど３年
生、とても良好な作品を仕
上げていましたが、女子２
名も今日イチを出し上位を
狙いましたが同率８位でし
た。R4年度大会優勝目指
し頑張ります。

R4年工業クラブ（溶接班）の活動

５位（優秀賞）
関東甲信越大会

１都９県（各２名）＋首都圏（２名）

コロナ拡大のため中止

参加校；利根実・富実・伊工・渋工・太工・高工・藤工・桐一

※令和３年度コロナ拡大で中止になりましたが、令和４年７月１６日（土）に第12回関東甲信越高校生溶接コ
ンクールが東京ビックサイト開催決定につき、県予選の緊急開催が５月群馬産業技術センターで開催され
ました。


